





































印書館，1959 年 12 月）で，1964 年には『日語』（第 1 冊）として改定出版された．しか
し，この教科書は大学の教養科目としての日本語の教科書であり，専門科目としての日本
語の教科書はその 4年後，陳信徳を主として編まれた，北京大学日語教研室編『日語』（第 1
冊～第 3 冊，北京：商務印書館）である．第 1 冊は一年生前期の教科書として 1963 年 9





















これら教科書から，大まかに 1950 年代まではガリ板教科書が主流で，1960 年代には出
版された日本語教科書が主流であったことが分かる．ここでは，今回発掘した 1960年の 2
冊のガリ板教科書を紹介をする．1960 年のガリ板教科書は 1950 年代の試行錯誤をへて熟
成されたものであると考えたからである．
①北京大学東方語言系『日本語一年教材 第一至十五課』（1960年）
②同『日本語二年級教材（日二詞彙）第一課至十課』（1960年）
実際，①を北京大学東語系『基礎日本語教科書』（1957-58年第一学期）と比較すると，
かなり簡素化したことが分かる．重点を絞りより系統的な教科書が開発されたとみられる．
これらガリ板教科書から，3つの特徴が見られる．
1つは，教材の内容において政治的イデオロギーが濃厚であることである．中国共産党，
ソ連，社会主義理念などを取り扱ったものが多い．
2 つは，文体において，小説や随筆，声明文などさまざまなものを取り入れ，多様な文
体を学べるような配慮が見られる．
3 つは，現在の日本語教科書では見られないこととして，初級の段階はカタカナ表記と
なっていることがある．これは当時の日本の小学校教科書の影響と思われる．
